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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成28年12月22日(2016.12.22)

【公表番号】特表2016-504257(P2016-504257A)
【公表日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-010
【出願番号】特願2015-544527(P2015-544527)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   25/45     　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ   25/45     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｍ    4/58     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月1日(2016.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のステップ：
ａ）　ｉ）元素リン、およびｉｉ）任意に１種または２種以上のアルカリ金属含有前駆体
化合物と共に１種または２種以上の金属含有前駆体化合物、を含む混合物を形成すること
、ならびに
ｂ）任意に酸素分圧を含む雰囲気下で少なくとも１５０℃の温度まで前記混合物を加熱す
ること、
を含む、金属含有化合物の調製のためのプロセスであって、
ここで、前記１種または２種以上の金属含有前駆体化合物が、遷移金属、非遷移金属およ
び半金属から選択された、１種または２種以上の金属を含み、前記１種または２種以上の
金属含有前駆体化合物中の前記１種または２種以上の遷移金属、非遷移金属および半金属
の平均酸化状態が、前記反応プロセスの間に減少し、さらに、前記加熱ステップｂ）を、
任意に水を除く、実質的に溶媒の非存在下で行う、
プロセス。
【請求項２】
　前記金属含有前駆体化合物の１種または２種以上が、遷移金属、非遷移金属および半金
属から選択された前記１種または２種以上の金属に加えて、１種または２種以上のアルカ
リ金属を含む、請求項１に記載の金属含有化合物の調製のためのプロセス。
【請求項３】
　式：
ＡａＭｂ（ＸｃＹｄ）ｅＺｆ

を含む化合物を調製するための、請求項１または２に記載のプロセスであって、
式中：
Ａは、リチウム、ナトリウムおよびカリウムの１種または２種以上から選択されたアルカ
リ金属であり；
Ｍは、遷移金属および／または非遷移金属および／または半金属から選択された１種また
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は２種以上の金属を含み；
（ＸｃＹｄ）ｅは、少なくとも１種の第１アニオンであり；および
Ｚは、少なくとも１種の第２アニオンであり、
式中、ａ≧０；ｂ＞０；ｃ＞０；ｄ≧０；ｅ＞０およびｆ≧０、であり；
式中、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅおよびｆは、電気的中性を維持するために選択される、
プロセス。
【請求項４】
　Ｍが、チタン、バナジウム、ニオブ、タンタル、ハフニウム、クロム、モリブデン、タ
ングステン、マンガン、鉄、オスミウム、コバルト、ニッケル、パラジウム、白金、銅、
銀、金、亜鉛、カドミウム、アルミニウム、スカンジウム、イットリウム、ジルコニウム
、テクネチウム、レニウム、ルテニウム、ロジウム、イリジウム、水銀、ガリウム、イン
ジウム、スズ、鉛、ビスマス、マグネシウム、カルシウム、ベリリウム、ストロンチウム
およびバリウム、ホウ素、ケイ素、ゲルマニウム、ヒ素、アンチモンおよびテルルの１種
または２種以上から選択された金属である、請求項３に記載のプロセス。
【請求項５】
　Ｘが、チタン、バナジウム、クロム、ヒ素、モリブデン、タングステン、ニオブ、マン
ガン、アルミニウム、セレン、ホウ素、酸素、炭素、ケイ素、リン、窒素、硫黄、フッ素
、塩素、臭素およびヨウ素から選択された、１種または２種以上の元素を含む、請求項３
に記載のプロセス。
【請求項６】
　Ｙが、１種または２種以上のハロゲン化物、硫黄含有基、酸素含有基およびこれらの混
合物から選択される、請求項３に記載のプロセス。
【請求項７】
　Ｚが、１種または２種以上のハロゲン化物、水酸化物含有基およびこれらの混合物から
選択される、請求項３に記載のプロセス。
【請求項８】
　ＬｉＦｅＰＯ４、ＬｉＭｎＰＯ４、ＬｉＣｏＰＯ４、ＬｉＮｉＰＯ４、ＮａＦｅＰＯ４

、ＮａＭｎＰＯ４、ＮａＣｏＰＯ４、ＮａＮｉＰＯ４、ＬｉＭｎ０．５Ｆｅ０．２Ｍｇ０

．３ＰＯ４、Ｌｉ３Ｖ２（ＰＯ４）３、Ｎａ４Ｆｅ３（ＰＯ４）２Ｐ２Ｏ７、Ｎａ３Ｖ２

（ＰＯ４）３、ＬｉＭｎ０．５Ｆｅ０．５ＰＯ４、Ｎａ７Ｖ４（Ｐ２Ｏ７）４ＰＯ４、Ｎ
ａ７Ｖ３（Ｐ２Ｏ７）４、Ｎａ２Ｆｅ（ＳＯ４）２、ＮａＶＰＯ４Ｆ、ＬｉＶＰＯ４Ｆ、
Ｎａ３Ｖ（ＰＯ４）２、Ｌｉ３Ｖ（ＰＯ４）２、ＮａＶＯＰＯ４、ＬｉＶＯＰＯ４、Ｌｉ
Ｖ２Ｏ５、ＮａＶ２Ｏ５、ＮａＶＯ２、ＶＰＯ４、ＭｏＰ２Ｏ７、ＭｏＯＰＯ４、Ｆｅ３

（ＰＯ４）２、Ｎａ８－２ｘＦｅ４＋ｘ（Ｐ２Ｏ７）４、Ｎａ８－２ｘＭｎ４＋ｘ（Ｐ２

Ｏ７）４、Ｎａ２ＭｎＰ２Ｏ７、Ｎａ２ＦｅＰ２Ｏ７、Ｎａ２ＣｏＰ２Ｏ７、Ｎａ４Ｍｎ

３（ＰＯ４）２Ｐ２Ｏ７、Ｎａ４Ｃｏ３（ＰＯ４）２Ｐ２Ｏ７、Ｎａ４Ｎｉ３（ＰＯ４）

２Ｐ２Ｏ７、ＮａＦｅＳＯ４Ｆ、ＬｉＦｅＳＯ４Ｆ、ＮａＭｎＳＯ４Ｆ、ＬｉＭｎＳＯ４

Ｆ、Ｎａ２Ｆｅ２（ＳＯ４）３、Ｌｉ２Ｆｅ２（ＳＯ４）３、Ｌｉ２Ｆｅ（ＳＯ４）２、
Ｎａ２ＦｅＰＯ４Ｆ、Ｎａ２ＭｎＰＯ４Ｆ、Ｎａ２ＣｏＰＯ４ＦおよびＮａ２ＮｉＰＯ４

Ｆから選択される化合物を調製するための、請求項３に記載のプロセス。
【請求項９】
　還元剤および／またはリンのソースとしての元素リンを使用することを含む、ホスフェ
ート含有材料の調製のための、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１０】
　一般式：ＬｉＭＰＯ４のリチウム金属ホスフェートを含む化合物を作製するための、請
求項３に記載のプロセスであって、
式中、Ｍは、マンガン、鉄、コバルト、ニッケル、銅、亜鉛、マグネシウムおよびカルシ
ウムの１種または２種以上から選択された金属であり、
前記プロセスが、還元剤および／またはリンのソースとして、元素リンを使用することを
含む、
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プロセス。
【請求項１１】
　元素リンを、Ｆｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４、ＦｅＰＯ４・ｘＨ２Ｏ、ＦｅＰＯ４、Ｆｅ３（
ＰＯ４）２、ＦｅＳＯ４・ｘＨ２Ｏ、Ｆｅ（ＮＯ３）３、Ｆｅ（ＣＨ３ＣＯ２）２、Ｃ６

Ｈ８Ｏ７・ｘＦｅ３＋・ｙＮＨ３（クエン酸鉄（ＩＩＩ）アンモニウム）、Ｃ６Ｈ５Ｆｅ
Ｏ７（クエン酸鉄（ＩＩＩ））およびＦｅ（Ｃ５Ｈ７Ｏ２）３（２，４－ペンタンジオネ
ート鉄（ＩＩＩ））から選択された１種または２種以上を含む、１種または２種以上の金
属含有前駆体化合物と反応させることを含む、
ＬｉＦｅＰＯ４含有化合物の調製のための、請求項３に記載のプロセス。
【請求項１２】
　ＬｉＨ２ＰＯ４、Ｌｉ２ＣＯ３、Ｌｉ２ＨＰＯ４、ＬｉＯＨ、ＬｉＯＨ・Ｈ２Ｏ、Ｈ３

ＰＯ４、（ＮＨ４）２ＨＰＯ４および（ＮＨ４）Ｈ２ＰＯ４から選択された、１種または
２種以上の化合物に加え、元素リンおよび前記１種または２種以上の金属含有前駆体化合
物を反応させることをさらに含む、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記元素リンが、赤リンを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１４】
　前記元素リンが、酸化され、その元素状態より高い酸化状態で前記金属含有化合物中に
組み込まれる、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１５】
　１種または２種以上の導電性材料の添加をさらに含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１６】
　少なくとも１種の導電性材料が、前記反応プロセスの間にin　situで生成される、請求
項３に記載のプロセス。
【請求項１７】
　in　situで生成する前記少なくとも１種の導電性材料が、遷移金属ホスフィド、非遷移
金属ホスフィドおよび半金属ホスフィドの１種または２種以上を含む、請求項１６に記載
のプロセス。
【請求項１８】
　ＬｉＦｅＰＯ４、および１種または２種以上のホスフィド含有化合物を含む少なくとも
１種の導電性材料を含む、請求項１７に記載のプロセス。
 


	header
	written-amendment

